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間脳ことに視床，視床下部などが自律神経系を介
して各種内分泌機構K関連し，また大脳皮質よりも
影響を受けており，末梢の諸器官にたいする支配的
関連も考えられているが，なお明らかでないことが
多い。
著者は教室における中枢神経系に関する薬理学的 
研究の一環としてこの部にたいする電気刺激により
惹起する諸症状について behavior，末梢内臓器官
運動，血糖値の変化などについて検索を試み，興味
ある知見を得たので以下これを 3部に分けて報告す
る。
A. 視床腹側核附近の刺激による Behaviorの変化
まえがき
視沫に障害があると，いわゆる Syndromethala-
miqueと称せられて感覚障害を主として運動障害が 
くることがみられている。一般に薬物の中枢作用を
みる場合に先ず動物の Behaviorにたいする影響を
みることは極めて単純できわめて重要なことであり，
最近中枢作用薬の進歩とともに，その Screeningな
どにもとくに強調されていると ζろであるが，著者
が間脳諸部の電気刺激実験を試みているうち，先ず
はじめに感覚系統に関連深いと考えられる視床部の
とくに腹側核附近の電気刺激の場合の Behaviorに
ついてきわめて興味ある事実を観察した。
実験方法
実験には 2kg前後のウサギを用い，脳幹部特定
個所に双極刺激電極を植込み，電気刺激する事によ
り起る Behaviorの変化を観察した。 
電極は不鋳鋼製歯科用ピヤス丸探針(直径 0.2
mm)を用い，乙れをガラス毛細管で被覆し，更に
絶縁ワニスを上から塗布し，カシユー漆塗料にて付 
着させ尖端 1mmの部分で電極端を削り取り，不鋳
鋼部を露出させJ二電極聞の距離は1.0mmとし
7こ。電極の頭蓋骨上露出部は直角に曲げ，乙れにそ 
れぞれ誘導コードをハンダ付けし，その上に絶縁テ
一プをまきつけた。
電極の植込み手技は従来教室で行っている方法に
従い，東大脳研型脳定位固定装置を用いてウサギを 
Urethane 0.5 g /kgまたは Amtal40 mg /kg静注
で麻酔したのち，頭部を固定し，矢状縫合に泊つ
て皮膚切聞を行い周閲筋肉を両側に圧排し，骨膜を
周囲軟部組織と共に剥離した後， Sawyer(1)の座標
図(図 1) に従って後方 4mm，左側4.5mm，深
さ -2mmの点すなわち電極尖端が N;Ventralis 
Prosterolateralis (略号 VPL) N.Ventralis pos-
teromedialis (略号 VPM) Ventral medullary 
lamina (略号 VML)が集まっている個所に達する
様な点を定め，歯科用エンジンで頭蓋骨に孔をあけ
た後，上述刺激電極を深さー2mmまで挿入し，電
極露出部を歯科用セメントを用いて頭蓋骨面にしつ
かりと固定した後，誘導部コードは皮下組織内を通
してその終端部のみを頚背部より露出させ，術後約
1週間を経過して手術による侵襲が消失して正常状
態になったウサギを選び刺激実験に使用した。 
刺激実験には誘導コードの頚背部露出部分を T.
S.100 D，矩形波刺激装置に接続して，種々の刺激
条件下における Behauiorの変化を観察した。刺激
条件として電圧は 0.5，_.5.0 Volt，頻度は 5--60C. 
P. S.，波巾は 10m.s.とした。
なお実験後脳を摘出しホルマリンで固定し切片を
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第 1図 視床腹側核附近電気刺激部位 
(VPM，VPL，VML) 
一刺激条件では Behaviorの変化が出現しないこと
があるので，乙の様な時には電圧を前よりやや高め
ると変化が再び現れる事が多い。
波巾は常Iζ10m.s.を用いた。 
1) 5C.P.S.の刺激による Behaviorの変化 
0.5~5.0Volt ， 10m. s. 5C. P. S.の様な比較的
低頻度の刺激を与えると現われる特有な Behavior
は表 Ur:示す如く主として身体の運動性の徴候であ
る。
すなわち不安状態や髭の痘撃様運動(びくびく震
わせる)は全例において認められ，また顔面筋の痘
撃，耳殻筋の痘撃，顎の阻暢運動等も半数以上に観
察された0'また自律神経性の変化として散瞳や眼球
突出も半数以上に認められた。
其他特殊な変化として洗顔様運動が 4例にみられ
た。(図 2)
I I I I I I 。3 2 以上の Behaviorの変化を出現回数からみると実2 :> ~765 48 
作製して刺激部位を確認した。
刺激実験における Behaviorの変化。刺激条件による Behavorの変化
その刺激頻度lとより 5C.P.S.， 20C.P.S.，40 
C. P. S.の三段階K分け，各頻度による実験の延べ
回数は 5C.P. S.が 35回， 20C. P. S.が 27回， 
40C. P. S.が62回であった'0
電圧は 0.5Voltより始め，変化が出現するまで徐
々に高めて行った。なお実験を反復繰返す時は，そ
の間隔が短時間の場合 (5分以内の場合に多い〉同
験回数 35回のうち，髭の痘撃様運動は 33固に認め，
顔面筋の痘撃は 26回，ヰ殻筋の痘撃は 25回も認め
た。また顎の阻鴨運動は 23回も出現し，散瞳や眼
球突出は 22回出現し， 洗顔様運動は僅かに 6回し
かみられなかった。 
2) 20C. P. S.の刺激による Behaviorの変化 
0.5~5.0Volt，10m. s.，20C. P. s.の様な中等
度頻度の刺激を与えてみると低頻度の刺激の際にみ
た様な身体の運動性の徴候の出現例数が減少するの
に対して表2K示すように，自律神経性の症状が特
に強く出現してくる場合が多い。 
第 1表 視床腹側核附近低頻度電気刺激により起る behaviorの変化
刺激条件 0.5--5Volt，5c. p. s.，10ms. 
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第 3表 視床腹側核附近高頻度電気刺激により起る behaviorの変化
刺激条件 0.5 ~5 VoIt， 40 c. p. S.，10 m. s. 
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すなわち散瞳や眼球突出は全例に認められ，呼吸
の促迫などの変化も現われてきた。また四肢や躯幹
など抵めまわす様な特有な症状が8例に認められ
た。乙れらにたいし，低頻度刺激のさいみられたよ
うな髭の痘箪様運動， 顎の阻日爵運動， 顔面筋の痘
撃などは僅かに 2~3 例K認められただけであつ 
Tこ。
また特殊な変化として刺激中に尿を排出したり，
異食症として表現しておいた様にゴム靴を噛んだり
興味ある変化が観察された。¥
以上の Behaviorの変化を出現回数から調べでみ
ると実験回数27回のうち，散瞳，眼球突出は 23回
の多きに認められ，呼吸促迫や四肢・躯幹を抵める
変化はそれぞれ 16回も観察された。また耳血管の 
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拡張や唾液分泌充進などもそれぞれ 13回， 11回の
多きに認められた。 
3) 40C. P. S.の刺激による Behaviorの変化 
0.5~5.0 Volt，10 m. S.，40 C. P. S.の様な比較
的高頻度の刺激を与えると，表 31乙示される様に自
律神経性の変化が顕著に出現し耳血管の拡張，眼球
突出，散瞳などは全例において現れて来たし呼吸促
迫，眼球振還なども半数以上l乙見られた。
其他自律神経性の変化として涙や睡液の分泌充進
がおのおの 6例K認められたし，尿の排出を 3例に
認めた。
一方興味ある事は 40C.P. S.の様な比較的高頻
度の刺激によって運動性の徴候がいくつか出現して
来たことである。すなわち洗顔様運動を 6例におい
て認め，また回転運動(右廻り)や図 31ζ示す様な
後ずさり運動(左廻り〉を認めた。
さらに 20C.P. S.の刺激の時も現われた様なマ
ッチ棒を食べたりする異食症のほかに，吠える様な
うなり声をあげる例も見られた。
以上を出現回数別花見ると， 実験回数62回のう
ちヰ血管の拡張，眼球突出，散瞳などは，ほとんど 
90%以土の出現率を示し，呼吸促迫や眼球振還など
も40回以上も認められた。涙や唾液の分泌充進も
50%以上の出現率を示した。
4) ー側視床腹側核附近破壊ウサギの他側を刺激 
したさいの Behaviorの変化(表1. 2. 3における
ウサギ No.15) 
左側の VPL.VPM. VML.の部分を通電によっ
て破壊し右側の同一部位に刺激電極を植込んだウサ
ギでは術後元気で直径約 2mの右方回転運動を始
め，決して真直 n乙歩む事は出来なかった。回転し
ながら前進するため壁や柱に頭部をぶつけて始めて
とまる。それを避けて前進する事は出来なかった。
餌はよく食べるし比較的元気であった。
刺激実験の結果は表1. 2. 3で示す様K，他の例
と殆んど同一で著しく異った変化を現わす ζ とはな
かった。
総括および考按
視床部の生理作用は五感の中心として，運動性其 
他の反応もあると考えられているので著者は主とし 
附近に刺激電極を植VPM)，.(VPLて視床腹側核 
込み当該部を電気刺激して起る種々の変化を追求
してみたが，植込み電極の通過した部分すなわち
Cortexおよび H.P. C. (Hippocampus)の一部視 
床外側核，網様核，外側膝状体の背部などは多少損
傷を受けた状態にあることを考慮lζ入れなければな
らないし，一方電気刺激を与えるとその刺激は当該
部分のみならず周囲組織への伝播も一応考慮に入れ
て種々の変化を解釈して行かねばならない。
視床腹側核の内側部には視床下部と視床前核を結
ぷ乳頭視床路と腹内側核があり，外側部には網様核
と内側膝状体があり，前部には乳頭視床路と網様核
が，後部氏は膝状上体，内側膝状体 Pulvinarなど
があり，深部には Subthalamus(ルイ氏体，不確
帯，被蓋放線などを含む)黒質などが存在してい
る。また視床腹側核の線維連絡をみると，前頭葉皮
質，視床下部，線条体などと密接な関係があること
を示している。
これらの事実から著者の実験において一応視床腹
側核附近を電気刺激して起る種々の反応は単に当該
部の生理作用とのみいうべきではなくそれら周囲の
組織および線維連絡のある皮質や視床下部などとの
関連をも含めて考慮されるべきであろう。 
1) 髭の運動
と乙ろで著者の実験において髭をびくびくさせる
様な痘肇様運動をみたが， Lachmann(2)らはウサギ
の中脳部を低頻度電気刺激を行ったときに髭の痘撃 
様運動を見ているし Schaltenbrandおよび CoblY 
(3)も新皮質を除去したネコにおいて同様の髭の運動
をみたと報告している。 
2) 顔面筋の運動 
Lachmann(2)らはウサギの中脳部を低頻度刺激し
著者の観察した場合とほとんど同様な顔面筋ことに
眼験筋の痘寧様運動をみた。また Baldwin(4)らも
ー側の扇桃核電気刺激により口や顔面筋の収縮をみ
Tこと報告し Greenおよび Adey(5)は海馬を電気刺
激して同様の変化をみたと報告している。 
3) 口底・舌の運動
著者の実験で舌をぺロペロ出したり，口居を痘撃
する様な運動を見たが， Riochおよび Brenner(6)は
除脳ネコの視領底部を電気刺激し舌および口の運動
のほか，物を嘆ぎつけたり，校みついたり呑込んだ
り幅吐したりする様な運動を見たという。教室の秋
山(7)はウサギの側脳室内l乙lminodipropionitrile 
(IDPN)を注入し口居の痘肇様運動を見ているし小
池上山は帯回前部または 24野を電気刺激し口居お
よび鼻孔の運動を見たと報告している。
の鼻および嘆覚に関する運動 
Schal ten brandおよび Cobb(めは新皮質を除去し
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7ニネコにおいて物を嘆いだり鼻に敏をよせる様な運
動を見たというし Gastaut(9)らはネコの扇桃核lと
Al umina creamを注入しくんくん物を嘆くや行動を
したのを見Tこ。また Kaada(1O)は扇桃核を電気刺激
して物を嘆ヤ運動起るが分界条を切断する事により
起らなくなるのでこれが主な下行路ではないかと述
べている。 
5) 耳の運動 
Riochおよび Brenner(わが除脳ネコの尾状核附
近を電気刺激し耳がぴんと立つのを見たし， Lach-
mann(2)らはウサギの中脳部を電気刺激し耳殻筋の
収縮を見7こと報告している。 
6) 攻む運動 
Lachmann (2)らは中脳部， Greenおよび Adey(5)
は海馬， Libersonらく11) Glusmanら(12)Scovi1le 
ら(13)は海馬鈎を平山(14)は海馬回前部をそれぞれ電
気刺激する乙とにより阻慢をみたと報告している。
また Gastautら(9)はネコの扇桃核に化学的刺激と
して Alumina creamを注入することにより約 5週
後に阻噴や鴨下運動を見たとし1うし Schalten brand 
および Cobb(3)は新皮質を除去したネコにおいて同
様の運動を観察したと報告している。
'.7) 砥める運動 
Lachmann ; (2)は中脳部を電気刺激すると刺激
後しばらく経てから抵める運動が現われたといい 
Kaada(10)(15)は扇桃核を電気刺激すると舌で抵めた
り吸ったり鴨下運動と同時に始めたことを見たし 
Gastautら(16)Kaada(1 Shealyおよび Peele(1O) 7)
はネコの扇桃核を電気刺激し刺激と反対側に何か皮
膚感覚の異常があるととく，しきりにその部の皮膚
を祇める運動をした ζ とを観察した。一方 Gastaut
;(9)はネコの扇桃J桜花 Alumina Creamを注入す
る事により抵める運動を見たし Schalten brandお
よび Cobb(めは新皮質を除去したネコにおいて同様
!の変化をみている。 
8) 頭部の運動 
MacLean18)はネコ・サルにおいて海馬後部を電
気的および化学的に刺激すると頭部を刺激とは反
対側に向け， 時に同側の眼を閉ぢる乙とをみた。
工achmann，Bergmann，Monnier(2)(19)はウサギに
おいて中脳部を電気刺激する事により頭を左右にふ
る運動を見たし，また TEPP.DFPの様な抗コリ
ンエステラーゼを頚動脈内に注射し，限振および頭
振 HeadN ystagm usを見た。また Baldwin; (4) 
はー側の屑桃核の電気刺激 lζ より反対側lζ頭部， 
眼，よ体を向けて上方を見上げる様な姿態を示Lた
ことをみた。また刺激が強度であると頭部，体を強 
く回転しようとして，倒れたと述べている。
一方，秋山は IDPNをマウスに応用(20)し頭部の
舞踊病様運動を見， またウサギに IDPNを皮下注
射しの頭部挙上および舞踊病様運動をみた。
Riochおよび Brenner(6)は除脳ネコの尾状核附
近を電気刺激し逆方向の頭部の Deviationを見て
いるし， Whiteおよび Himwich(21)は DFP を 
motor Cortex K注入したが回転運動は起こさず 
limbic cortexの場合と同様対側に頭部の Devia-
tionのあるのを観察した。 
9) 痘翠
秋山(7)はウサギの側脳室内l乙IDPNを注入し間
代性痘撃をみ， Lachmannら (2)は中脳部を高頻度 
lζ電気刺激してもがく様な痘撃性反応をみ， Liber-
sonら(11)Glnsmanら(12) Scovil1eら(13)は海馬
鈎を，電気刺激してテンカン様痘撃を起したと述べ
ている。同様にAndyおよび Akert(22)，Liberson 
および Akert(23)は海馬を電気刺激し痘撃発作と行
動の変化をみた。 
Anandおよび Dua(24)はネコの帯回を切除する
と痘聖堂を起し興奮性は高まるが rageにはならない
と述べている。 
Hunterく25)は脳弓ゃ視床前核を電気刺激して小発
作様症状を見Tこし菊田(2町立錐体路切断犬l乙静止時
震顛が出現するのをみ，これは延髄錐体の破壊と同
時に延髄腹側の網様体を構成する一部の損傷が加わ
った場合に生ずると述べている。 
10) 四肢の運動の変化 
J.3aldwin ; (4)はー側扇桃核を電気刺激し同側の
前後肢の伸展，反対側の前後肢の屈曲をみとめ，ま
たは全四肢の伸展と頭，胴尾の反弓緊張を起すこと
もあると述べている。 
PeeleおよびShealy 0)(16)Kaada ら(1Gastaut
(17)はネコの扇桃核を電気刺激したところ，足底l乙
丁度灼熱感でも感じたように反対側の脚を足踏みす
る様な運動をみたと述べ，また Riochおよび Bre-
nner(6)は除脳ネコの尾状核附近を電気刺激し突然
走り出したり跳び上ったりする運動を示したと報告
している。 
11) 後退性運動
秋山(20)が IDPNをマウスに応用すると時に出現
すると述べているが他民報告はない。 
12) 回転運動
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MacLean(27)は海馬を電気刺激しその刺激中また
は後発放電の時期に回転運動が起るのをみ， White 
および Himwich(12)は尾状核を電気刺激すると対側 
の回転傾向を示し DFPを尾状核に注入すると回 
転運動，延髄に注入すると回転を起すことを述べ
Lachmann，Bergman，Monnier(2)は TEPP，DFP 
などを頚動脈K注射し forcedcirc1ingの起るのを
観察した。また Schaltenbrandおよび Cobb(3)は
新皮質を除去したネコが目的のない回転運動を示し
た乙とを述べている。
秋山は IDPNを用いた一連の研究において， 乙
れをマウスに応用(20)すると回転運動に伴う運動興
奮を示しウサギの皮下に注射するとく7)軽度の回転運
動をみたと述べている。また IDPNの脳実質内微
量注射の実験では尾状核頭部に注入した場合は同側
に向う回転運動ないし回転傾向を示し視床腹側部で
は反対側lζ向う回転運動を観察したことを報告して 
l"¥る。 
13) 自発運動の抑制 
Riochおよび Brenner(6)は除脳ネコの尾状核頭
部を電気刺激し自発運動の抑制，伸筋の緊張減退を
み，小池上〈日〉は帯回前部または 24野を電気刺激し
骨路筋の弛緩と運動抑制ぞみ， Smith(28) Ward(29) 
Kremer(30) Dunsmoreら(31)は帯回の前部を電気
刺激して筋緊張低下と同時に大脳皮質の脳電気活動
の抑制を示すことをみた。秋山(7)(20)は IDPNをマ 
ウスに応用，i持泳不能，失調状態，筋弛緩をみ，ウ
サギの皮下に注射した場合には運動失調，筋弛緩を
来した事を観察している。
一方運動抑制の状態を静止反応 arrestreaction 
として表現し MacLeanおよび Delgado(32)はネコ
の扇桃外側核を梨状葉と同時に電気刺激して起して
いるし， Andyおよび Akert(22)，Andy，Chinnお
よび Bonn(3めは海馬の刺激， Hunter(25¥ Kaada 
および Jasper(34)は脳弓の刺激，中尾(35)は視床下部
の刺激でそれぞれ現象を観察している。 Martiniら
(36)はこれを眠るが如き様相と表現しLibersonお 
よび Akert(23)は polarbear apperanceとして凍
った様な状態と形容している。
Bondらく37)はネコの両側中隔，脳弓または視床
下部の損傷によっても運動減退の現われることを述
べ Kaade(lO)05)は扇桃核の電気刺激により起る運動
抑制は分界条の切断によって抑制効果は消失すると
述べている。 Carey(38)は Tremorの研究で蒼球 
を破壊し視床下部への線維系を障害すると運動を嫌 
う様になり， Apatheticとなり容易K眠る様な状態
を示すと報告している。
14) 瞳孔の変化
MacLean(27) Andyおよび Akert(22¥Liberson 
および Akert(23)は海馬を電気刺激して散障の出現 
を見Tこし， Kaada(1O)，Gastautら(6)(39)，Shealyお
よび Peele07うChapman t;(40)は屑桃核を Smith 
(28) Ward(29) Kremer(30) Dunsmore(31)は帯回前
部を Ranson，Kabatおよび Magoun(41)，中尾(35)
は視床下部をそれぞれ電気刺激して同様の現象を見 
Tこと報告している。一方 Aidaω)Gastaut t;(9)は
ネコの扇桃核rc.alumina creamを注入し散瞳を
起させたという。秋山(7)はウサギ、の側脳室内に 
IDPNを注入して散瞳を起させた。
他方 Lachmannら(2)はウサギの中脳，問脳部に
電気刺激を加えて散瞳と瞬膜の散大を見ているし，
小池上的(43則的は海馬，屑桃核，帯回前部または 24
野を電気刺激すると散瞳または縮瞳を起すと報告し
ている。 
15)眼振 
Ferrier(45)はー側の上丘を電気刺激して対側に
向う共同偏視をみた。その後 Ziehen倒) Prus(47) 
Bechterew(48)は天蓋部を電気刺激して眼振を起き 
せBlohmke(49)は大脳半球切除後(特lζ赤核附近を
含めて)眼振が起ったと報告している。
Shanzer t;(50)は眼振は脳幹部損傷によっても起
るといい，秋山く7)はウサギの側脳室内に IDPNを
注入して水平性眼振の現象をみたと報告した。
他方 Lachmannら(2)はウサギの中脳，間脳部特
rc.網様視床核と膝状体の中間の網様体の部分を電気
刺激すると中枢性眼振を起し得ると報告している。 
16) 眼球突出 
Lachmannらく2)はウサギの中脳間脳部を電気刺
激，秋山(7)はウサギの側脳室に IDPNを注入する
ことにより眼球突出をみたと報告している。 
17)流涙 
Lachmannらく2)はウサギの中脳部， MacLeanお
よび Delgado(32) Baldwinら(4)は扇桃核をそれぞ
れ電気刺激することにより流涙をみた。 Poole(51) 
はヒトの海馬を脳室内より刺激して同様の現象をみ
た。他方秋山(7)はウサギに IDPNを皮下注射した
時起ることをみ， Anandおよび Dua(24)はネコの
帯回を切除すると起ると報告している。
18) 唾液分泌尤進(流誕)
Lachmannら(2)は中脳部， Greenおよび Adey(5) 
第 6号 夏目: 中枢とくに脳幹部の刺激または破壊による 2，3薬理学的知見 -437-
は海馬， Kaada(10) Gastautら(39)は屑桃核をそれ
ぞれ電気刺激して著明な唾液分泌の充進を認めた。
一方 Aida(42) Gastautら(9)は扇桃核l乙 alumina 
creamを注入するζ とにより，秋山(7)はウサギに 
IDPNを皮下注射して強度の流挺を見ているし， 
Anandおよび Dua(24)はネコの帯回を切除して同
様の現象を見た。他方 Riochおよび Brenner(6)は
除脳ネコの basalolfactory areaを電気刺激して
流挺を起させた ζとを報告している。 
19) 耳血管拡張
秋山のがウサギの側脳室内K IDPNを注入して
著名な耳血管の拡張を来すことを報告している。 
20) 血圧，脈博の変化
小池上(8)(4)は帯回前部または 24野を電気刺激す
ると血圧の変動および脈博の変化を来すといい 
Smith(28) Ward(29) Kremer(30) Dunsmoreら(31)
も同様の報告をしている。 Libersonら(11) Glusman 
ら(12)Scovil1e(13)は海馬鈎を電気刺激して血圧下降，
徐脈などをみ Poole(51)はヒトの海馬を脳室内より
刺激して同様の現象をみている。他方 LeBeau(52)， 
聞Lewin(およびWhitty)，Whitty(53およびTow
はヒトの帯回前部を破壊または切除すると血圧下降
および血管運動の変化を認めたと報告している。 
21) 呼吸の変化 
小池上(8)(4)は帯回前部の電気刺激 lとより呼吸抑
制または停止を起し前帯回背後部の電気刺激により 
呼吸の促進を示すと報告した。
一方 Smith(28)Ward(29) Kremer(30) Dunsmore 
(31)らは帯回前部を Libersonら(11) Andyおよび 
Akert(22) Libersonおよび Akart(23)は海馬，海馬
鈎などを電気刺激して呼吸の抑制の起ることをみ，
Ranson， Kabatおよび Magoun(41)は視床下部の 
電気刺激によって深い速い呼吸となる事を報告して
l"¥る。 
Aida(42)，Gastautら(9)はネコの肩桃核l乙alumi-
na creamを注入して呼吸が早く浅くなる現象をみ 
Poole(51)はヒトの海馬を脳室内より刺激して呼吸抑
制現象を見ている。 
22) 	 胃腸管運動の変化
小池上仰は帯回前部または 24野の電気刺激lとよ
り胃腸管運動の増強を見るが幽門部はむしろ収縮の
抑制を見たと報告している。
Le Beau(52) Towおよび Whitty(53)，Whitty 
および Lewin(山はヒトの帯回前部を破壊または切
除により上腹部の不快感および幅吐を見たと述べ
Ranson， Kabatおよび Magoun(41)は視床下部の
電気刺激で胃腸管の嬬動停止をみている。秋山(7)は
ウサギの側脳室内K IDPNを注入し強度の下痢を
みたと報告している。 
23)排尿 
Kaada<1O)は扇桃核の電気刺激により勝脱の持続
的収縮を観察したが小池上(4)も海馬の電気刺激に
より同様の現象を見たと報告している。
他方 Kaada(10)(15)は屑桃核電激lとより， Aida(42) 
Gastaut (9)らは同部の alumina cream刺激lとよ
り Lachmann i;(2)は中脳部の電激lとより， Tow 
およびWhitty，Le Beau(52))，Whitty(53および 
Lewin(54)はヒトの帯回前部の破壊または切除によ
り排尿現象をみているが， ζれは恐らく勝脱の収縮
によるものではないかと考えられている。 Schalte-
nbrandおよび Cobb(3)も新皮質を除去したネコに
多尿症が現れたと報告している。 
24)排便 
Lachmannらωは中脳部電激により， Aida(45) 
Gastautら(9)は扇桃核の alumina cream による
刺激lとより， Kaada(仰は前扇桃野の電気刺激によ
り排便現象を認めているが恐らく腸管運動の充進に
よるものではないかと考えられている。 
25) 立毛現象
小池上(8)は帯回前部または 24野電激により，
Bondらく37)はネコの両側中隔， 脳弓または視床下
部の損傷により立毛現象をみたと報告している。
26) 血糖値の変化 
Anandおよび Dua(24)は帯回切除lとよりネコに 
おいては血糖値の低下を，サJレにおいては上昇を認
めた。 
Bondら(37)はネコの両側の中隔，脳弓または視
床下部の損傷により比較的持続性の高血糖を認め 
た。 
27) 体温の変化 
Bond i;(37)はネコの両側中隔，脳弓または視床
下部の損傷により著明な体温下降を示したことを報
告している。 
28) 発汗現象 
Le Beau(52)，tTowおよび Whitty(53)，Whitty 
および Lewin(54)はヒトの帝国前部を破壊または切
除するととにより著明な発汗現象をみたという。 
乙のように視床腹側核附近の電気刺激によって得
られた実験結果を大別すると次の様な三つの大きな
種類に分けられる。
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a) 身体の運動性徴候 
b) 自律神経性徴候 
c) 情動の変化および特殊徴候
以上の様であるが，乙れらの変化は電気刺激の刺
激頻度比最も関係あるらしく，すなわち， a)の徴
候は 5C.P. S.の様な比較的低頻度の刺激の場合に
よく出現し， b) および c) は 20~40C. P. S.の様
な中等度もしくは高頻度の刺激によって比較的よく 
現われる傾向を示しこれらの特長ある Behavior 
の変化は今後の研究方向を示唆する多くのものを含 
んでいるものと考える。
稿を柊るに臨み御懇篤なる御指導と御校聞を
賜わった思師小林龍男教授に心から感謝すると
ともに村山智博士はじめ御協力戴いた教室員各
位に謝意、を表する。
参考文献 
1) Sawyer，C. H.，Everett，J. W. & Green， 
J. D.: J. Comp. Neurol，101，801 (1954) 

2) Lachmann，J.，Bergmann，F. & Monnier， 

M.: Am. J. Physiol，193，328 (1958) 

3) Schaltenbrand，G. & Cobb，S.: Brain，53， 

209 (1930) 

4) Baldwin，M. et al.:Neurology 4，586 (1954) 

5) Green，J. D. & Adey，W. R.: EEG. Clin. 

Neurophysiol，8，245 (1956) 

6) Rioch，P. M. & Brenner，C.: J. Comp. 

Neurol.68，491 (1937，38) 

7)秋山龍男: 日薬理誌， 56，487 (1960) 

8)小池上春芳: 最新医学， 9，593 (1954) 

9) Gastaut，H. et a1.: Rev. neurol，88，310 

(1953) 

10) Kaada，B. R.: Neurology 4，48 (1954) 

11) Liberson，W. T.，Scovi1e，W. B. & Duns-
more，R. H.: EEG. Clin. Neurophysiol， 

3，1 (1951) 

12) Glusman，M. et al.: J. Neurophysiol，16， 

528 (1953) 

13) Scovi1le，W. B.: J. Neurosurg，11，64 

(1954) 

14)平山雅康: 条件反射， 6，53 (1943) 

15) Kaada B. R.: Acta physiol. scand，24， 

Suppl.83 (1951) 

16) Gastant，H. et al.: Rev. neurol，86，319 

(1952) 

17) Shealy，C. N. & Peele，T. L.: J. Neuro-
phy.siol，20，125 (1957) 

18) MacLean，P. D.: J. Neurosurg，11，29 

(1954) 

19) Lachmann，J. & Bergmann，F.: Proc. V. 

Internat. Otorhinolaryngol.Cougress，Ams・

terdam. (1953) 

20)秋山龍男: 日薬理誌， 56，464 (1960) 

21) White，R. P. & Himwich，H. E.: J. Ne-
urophysiol.20，81 (1957) 

22) Andy，O. J. & Akert，K.: J. Neuropath. 

exper.Neurol，14，198 (1955) 

23) Liberson，W. T. & Akert，K.: EEG. Clin. 

Neurophysiol，7，211 (1955) 

24) Anand，B. K. & Dua，S.: J. Neurophysiol， 

19，329 (1956) 

25) Hunter，J.: EEG. Clin. Neurophysiol，2， 

193 (1950) 

26)菊田能敬: 日薬理誌， 54，103 (1958) 

27) MacLean，P. D.: A. M. A. Arch. Neurol. 

Psychiat，73，130 (1955) 

28) Smith，P.: J. Neurophysiol，8，241 (1945) 

29) Ward，A. A. Jr.: J. Neurophysiol，11，13 

(1948) 

30) Kremer，W. F.: J. Neurophysio1.10，371 

(1947) 

31) Dunsmore，R. H. et a1.: J. Neurophysiol， 

13，207 (1950) 

32) MacLean，P. D. & Delgado，M. R.: EEG. 

Clin. Neurophysiol，5，91 (1953) 

33) Andy，O. J.，Chinn，R~ Mc. C. & BOIJ.n， 

P.: EEG Clin. Neurophysiol，9，181 (1957) 

34) Kaada，R R. & Jasper，H.: Arch. Neurol. 

Psychiat，68，609 (1952) 

35) Nakao，H.: Am. J. Physiol.194，411 (1958) 

36) Martini，E.，Gualtierrotti，T. & Marzorati， 

N.: J. Neurophysiol，13，4 (1950) 

37) Bond，D. D. et al.: A. M. A. Arch. Neurol. 

Psychiat，78，143 (1957) 

38) Carey，T. H.: J. Comp. Neur，108，57 

(1957) 

39) Gastaut，H. et a1.: J. Physiol.Paris，43， 

740 (1951) 

第 6号 夏目: 中枢とくに脳幹部の刺激または破壊による 2，3薬理学的知見 -439-
40) Chapman，W. P. et al.: Science，120，949 
(1954) 
41) Ranson，S. W.，Kabat，H. & Magoun，H. 
W.: Arch. Neurol. & Psychiat. 33，467 
(1935) 
42) Aida，S.: Folia psychiat. neurol.Jap.，10， 
181 (1956) 
43) Koikegami，H.，Kushiro，H. & Kimoto. A. : 
Folia Psychiat. neurol.Jap.，6，76 (1952) 
44)小池上春芳: 最新医学， 12，3102 (1957) 
45) Ferrier，D.: The functions of the brain. 
London Smith Elder and Co.，(1876) 
46) Ziehen，T.: Arch. Psychiat，21，863 (1890) 
47) Prus，J.: Wien. Klin. Wschr. 1199 (1899) 
48) Von Bechterew，W.: Die Funktionen der 

Nervenzentren. Jena: Fischer (1909) 

49) Blohmke，A.: Z. Hals，Nasen. u. Ohren・
 
hei1k，23，213 (1929) 
50) Shanzer，S.，Teng，P.，Krieger，H. P. & 
Bender，M. B.: Am. J. Physiol，194，419 
(1958) 
51) Poole，T. L.: J. Neurosurg，11，45 (1954) 
52) Le Beau，J.: J. Neurosurg，2，264 (1954) 
53) Tow，P. M. & Whitty，C. W.: J. Neurol. 
Neurosurg. Psychiat，16，186 (1953) 
54) Whitty，C. W. & Lewin，W.: Brain，80， 
72 (1957) 
第 2図 視床腹側核附近電気刺激により 第 3図 視床腹側核附近電気刺激により
起る洗顔様運動 起る後ずさり(後退性)運動 
B. 視束前野刺激効果に対する 2，3薬物の影響
まえがき
前述のように視床腹側核附近の電気刺激により，き
わめて特異な behaviorの変化を示したが，一方視
床下部に近接する視束前野の電気刺激実験も試み
?こ。
視束前野 (Preopticarea)は視束交叉と， La-
mina terminalisの聞に存し，終脳の部分である
が Morphologicalには視床下部とは区別できない
く1)し，視束前野内側部 (Medialpreoptic area略
号 MPO)は属桃核に対して abutで Medialfo・ 
rebrain bundle，中隔および olfactorynuc1eiか
ら起っている線維路を含み(2)前脳と視床下部を結び
つけている。
また視束前野はウサギでは黒津ら (3)1とより，いわ
ゆる交感帯といわれているが，ネコではこの部の電
気刺激により勝脱の収縮を起すので(4)(5)副交感性反
応を示す。
線維連絡からみても視束前野に交感性，副交感性
の両方の反応を示すことはむしろ当然と思われる。
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視束前野，中隔部などは嘆覚および自律機能lζ関
係深いと ζろで Hess(6)，Ranson G(ヘ勝木ら (7) 
(8)によると副交感性の優性な領域と考えられてい 
る。
そこで著者は視束前野について，刺激部位，刺激
強度の差異による behaviorの様相ならびに胃，
腸，子宮，勝脱運動などにおよぼす影響につき観察
し，乙れiとたいする 2，3薬物の作用を検してみた。
実験方法 
従来教室で行っている方法により Sawyerωの座
標図に従って(図 1)ウサギの視束前野の内側部 
(Medial preoptic area略号 MPO)あるいは外側
部 (Lateralpreoptic area略号 LPO)に双極刺激
電極を植込んだ。詳細な植込み手技，刺激方法，刺 
激条件などについては A.の部で述べたととくであ
る。
第 1図 視束前野電気刺激部位 
(MPO又は LPO) 
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官・1.""噛 a
なお臓器運動描記にはウサギを背位lζ固定して開
腹し， 380Cの Locke氏液により潅流しうるプラス
チック製容器中は回腸下部を固定して中間部をセル
フインでつまんで、懸垂し，スス紙上に描記させ，子
宮，勝脱などの場合もほぼこれに倣ってお ζ なつ 
7こ。
実験成績
1.視束前野電気刺激による behaviorの変化
電極植えこみウサギを無麻酔，無拘束で自由民行
動出来る様な状態にして随時電気刺激を与えて
behaviorの変化を観察すると1.0--5.0 V olt，10 
ffi.S.，5C. P. S.のような低頻度の刺激では阻鴨運
動や舌を出し入れして四肢を抵めまわしたり落ちて
いるチョークをかじるなどの異食症状を示し，乙れ
らの症状は刺激と同時に起り，刺激を去ると直ちに
正常状態にかえった。
1.0--5.0Volt，10 ffi.S.，30C. P. S.のような中
頻度の刺激では 5--15秒の潜伏時聞を経て眼球突
出，散瞳，呼吸促迫，涙液の分泌過剰などの自律神
経性症状が著明に現れ，四肢を抵めまわしたり(図
2)床上に落ちている蛾の死骸を口の中に入れたり， 
洗面器の水を舌をならして飲むなど(図 3)特異な
症状を呈する。
1.0--5.0Volt，10 m. S.，60 C. P. S.のような比
較的高頻度の刺激を与えた場合も前実験とほぼ同様
の症状を呈し，非常に警戒的であった。
以上の如く視束前野を電気刺激してその behavi-
orの変化を観察するときわめて特有な体性運動反
応，情動行動などが現れるほかに自律神経性の諸症
状も著明に出現することを知った。 
2. 電極植込み部位による behaviorの変化
実験に用いたウサギ 31匹中， 単l乙電極を植え込
んだだけで死亡したものが4例あったが， ζれらは
総て雄性ウサギでしかも M.P.O.K植え込んだ場
合であり全例K唾液および涙液の分泌過剰と腸麻痔
を認めたので以後の実験には雌性ウサギを用いた。
また死亡はしなかったが唾液の分泌過剰を認めた
ウサギは外側視束前野 (LPO)に植込んだものに 3
例，内側視束前野 (MPO)に植込んだものに 1例を
認めこの様なウサギは開腹すると全例に腸麻痔を認
めた。 
3. 視束前野電気刺激の平滑筋臓器におよほす
影響 
a. 生理的変化
視束前野を電気刺激して小腸，子宮，勝脱などの
平滑筋臓器の運動におよぼす影響を観察した結果は
次のようなものであった。 
i ) 小腸運動
視束前野内側部 (MPO)を電気刺激した場合は
観察 12例中抑制反応(図 4)を示したもの 7例，
尤進反応(図 5)を示したもの 2例で他の 3例は不
変で、あった。
視束前野外側部 (LPO)を電気刺激した場合は観
察 5例の全てに小腸の緊張度が高まり振子運動が活
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発となった。
抑制反応を示した例(図 4)では急激K振子運動
.停止して弛緩状態となるが直ちに緊張度は正常にも
どり振子運動はかえって以前より活発になる場合
と，緊張度は正常の場合とほとんど変りなくまた振 
子運動を停止することなくただ振子運動の振巾のみ
が減少する場合とを認めた。 
i) 子宮運動全て非妊子宮を用いた訳である
が観察 7例中 5例が允進反応(図 6)を示し 1例が
抑制反応を呈し，他の 1例は不変であった。
尤進例では図 6のように緊張度が上昇し伸縮の頻 
度を増加し運動が活発となった。
抑制例においては緊張度はかえって下降し刺激を
去ってから前の状態に回復するまでに 5~6 分を要
しまた伸縮頻度は正常の場合とほとんど変りなかつ
?こ。 
ii) 勝脱運動
観察 6例中 5例に允進反応を 1例は抑制反応を示
した。尤進例(図 7)では刺激を与えると緊張度は
やや上昇し，伸縮運動も活発となった。抑制例では
刺激と同時に緊張度は急激に下降し，刺激中止後し
ばらくしてから，ようやく正常状態にもどった。
以上のように視束前野の電気刺激による小腸，子 
宮，勝脱などの運動lとおよぼす効果は種々の様相を
示して完全には一定しないが，電気刺激により著明
な充進効果を示した小腸軍動の例K，ついて 2，3薬
物の影響を調べると次のとおりである。
b. 小腸運動の刺激効果にたいする 2，3薬物の
影響 
i) Chlorpromazine 
電気刺激により著明な允進反応を示す例につき 
Chlorpromazine 1 mg /kgを静脈内応用すると小
腸の運動は抑制され(図 8)緊張度はあまり変化は
ないが振子運動はほとんど消失しこのような状態に
ある場合R.Chlorpromazine注射'後 5分， 15分，
30分， 1時間の各固にわたり前述の刺激実験の場合
と同一条件の電気刺激を与えてみたが何れの場合に
おいても小腸運動にたいする刺激の効果は全く認め
られなかった。 
注射後5分， 15分， 30分， 1時間の各回にわた
り前述の実験と同ーの電気刺激を与えてみたが，何
れの場合もこのような小腸運動Kたいし，刺激の効
果は全く認められなかった。
向 。 司  
ii) Aminopromazine 
電気刺激はより著明な充進反応を示す例につき，
Aminopromazine5 mg /kgを静脈内応用(図 10) 
すると小腸運動は緊張度直ちに上昇し，しかも振子
運動も著しく活発となる。このような状態の小腸運
動にたいし Aminopromazine注射後 5分， 15分，
30分， 1時間の各固にわたり前の実験と同一条件の
電気刺激を与えると 5分後および 15分後において
は小腸運動自身は活発になっている Kもかかわら
ず，刺激の効果は全く認められず， 30分以後におい
て著明な刺激効果が現われた。
以上の結果からみて Chlorpromazin， Reserpi-
ne，Aminopr・omazineなどを応用した場合には視
束前野電気刺激による腸管の嬬動尤進にたいし，中
枢の刺激効果を抑制あるいは消失せしめる作用のあ
ることが解った。 
4. 刺激実験後の変化
実験終了後は一般に餌をむさぼるように食べ貧食
Polyphagiaの状態を示し次第に体重の増加をきた
したものが比較的多かった ζ とは興味がある。
また実験終了後もなお涙液分泌允進が 2~3 日持
続していた例や特殊な例として 3例において元気は
よく餌も充分食べるのだが図 llK示す様に四肢が 
いわゆる Hypertonic-hypokineticな状態(カタレ
プシ一様の姿態)Iとなって倒れていた。 ζのような
状態のものに Chlorpromazine2 mg/kg静脈内投
与してみたが僅かに四肢を伸縮出来るようになった
だけで寛解出来ず約 1週間後すべて死亡した。
これらの死亡例の全例において官粘膜の出血を認
めしかも出血点の分布状態は胃底部および噴門部VC:
特lζ著明で幽門部民進むに従って少くなっていた。 
次の例は米粒大以上の出血点を数えてみたものであ
る。
胃底部 噴門部 胃体部 幽門部
例 1 22 8 0 
ii) Reserpine 例 2 16 13 4 
電気刺激により著明な尤進反応を呈する例につき 
Reserpine 0.1mg /kgを静脈内応用すると小腸運
総括および考按
動は注射後 5分位までは非常に允進を示し振子運動 著者は植込み電極法を用い無麻酔で自由に行動出
は活発となるが(図 9)その後は次第に運動は減弱 来るウサギの視床下部を電気刺激し，し1ろいろ刺激
し緊張度も漸次低下していく。 条件を変えてウサギの行動の変化を観察したが， 1 
2 
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~5 Volt，10 m. S.，5 C. P. S.とLサ低頻度の刺 をみとめ，外側視束前野と内側部の腹側では時に弛
激では多くの倒で顔面筋の癌撃や瞳孔散大，眼球突 緩をみる乙ともあるといい，視束前野が一部には神
出を主とする症状がみられ，刺激頻度を 20C.P. S.， 経分泌，下垂体後葉ホルモンを介する体液性機転も 
40C.P.S.と高めて行くと約半数以上に唾液の分泌
充進や耳血管の拡張が合併した。
また刺激した反対側lζ頭をまげ，回転運動や後退
性運動をはじめたり，前肢をはじめ身体の各所を抵
めまわし時には異食症を起し，たとえばマッチの
車[1，ゴム靴，自分の排、准した糞を突然噛むというよ
うな特異な症状を現わす例もみられた。 ζのような
特異な体性運動氏関しては教室の村山(9)が除脳ネコ
の一連の研究において観察したことを報告してい
る。
また少数の例においては刺激とともに尿を排世しま 
Tこじっと動かなくなったものもあったが， 40C. P. S. 
前後の比較的頻度の多い刺激では眼球振還を起し易
く興奮的となって呼吸数を増し時には低いうなり声
にはた呼気排出を示した。 
Shealyら(0)によると屑桃核の中心核，内側核の
刺激は子宮や勝脱の収縮を起しまた校む運動，舌の
運動のような Somaticactivityの変化を来し，さ
らに Behavioral respoIlseとして警戒反応，恐怖
反応などを来たすと報告している。 
Riochらく11)1乙よると Basalolfactory area は
I奥ヤ ζとや食餌lと関する運動や口や舌の不規則な運
動，散瞳，呼吸促迫などをみている。
また Uvnas(12)は電気刺激条件を変えると勝脱運
動の変化も変って来て運動の充進，抑制を来し，そ
の部位は視束前野と全視床下部i乙亘って散在する
が，促進的に作用する部位は間脳の吻側部氏集中す
るといっているが，著者の実験においても乙のこと
がみられた。
乙のように刺激頻度を高くすると現われる自律神
経性の症状には， いわゆる Adrenergicな反応と
Cholinergicな反応とが複雑に入り組むものが多く
なり，たとえば長く “よだれ"を床にたらすよう
な唾液分泌充進や異常なまでの涙の流出は視束前野
に近い部分を刺激した場合に多い。 
Kluverおよび Bucy〈13〉(14)〈15〉，沢ら(16)(17)， Mac 
Lean(18)の報告しているいわゆる Oralbehaviorも
しばしばこの部分の電気刺激によってみられる。
たとえば視束前野の刺激により突然近くにあった 
洗面器の水をむさぼるように飲む場合があり，また
前肢を抵めまわしたりした。
Kabat t;(4)は内側視束前野の刺激で勝脱の収縮 
関係する(19)と考えられとの部の反応の一律でない
ζとを示している。
屑桃核からの線維が直接K視束前野，視床下部に
走ることはほぼ確かであるから条件によっては海馬
から脳弓，中隔部，視束前野を経て視床下部におよぶ
系路の一部分に刺激が波及する ζとを考慮花入れて
もよいと思われる。 ζの系路は Adrenergic，•Cho-
linergic双方の性質をもっていると考えられている
が刺激実験の範囲内では Cholinergicな面が主に
なるものとして取扱う研究者(5)(日)(19)(20)(21) が少く
ない。 
告とで自律神経性機能l乙対する視束前野の位置は
果してどの様なものであるかを検討する意味で乙の
部の電気刺激が小腸，子宮，勝脱などの運動にどん
な効果を示すかをみ，更にその 1段階として，その
きいの小腸車動に及ぼす薬物の影響を 2，3調べて
みたが視束前野の内側部 (MPO)を電気刺激した
きいの小腸運動の変化をみた 12例のうち緊張の低
下を主とする抑制反応を示したものが 7例あり，充
進反応を示したものが 2例で他は不定の軽い変化を
示しただけであった。一方視束前野の外側部 (LPO) 
を刺激した 5例はすべて緊張上昇と振子運動の増加
をあらわす允進反応を示した。
子宮の運動は視束前野の電気刺激により， 7例中 
5例が尤進反応をあらわし，勝脱の収縮運動では 6
例のうち 5例K充進反応をみとめた。
この点は今朝洞(22う勝木らく7別〉も視束前野の刺
激では主として副交感性反応を得ており，従って小
腸，勝脱運動の允進をみているが，rこだ交感性と考
えられている子宮運動は充進を示している。
次に実験の展開のはじめの段階として小腸運動え 
の効果に注目し電気刺激により，はっきりした昂進
反応を示すような例につきそれらの反応に対する薬
物の影響を調べたが， Chlorpromazineの場合は
Chlorpromazineそれ自体による小腸運動の変化は 
ほとんどみられないのに対して電気刺激により著しく 
小腸運動尤進を示していたものが 1mg/kgの静注 ι
後ではたちまち刺激効果は抑制され， Aminopro-
mazine 5 mg /kgの投与では小腸の緊張を急激に
高め，著しい運動充進を起すが電気刺激Kよる尤進
反応は，直ちに抑制し 30分以上を経過すると次第 
K電気刺激に反応するようになる。
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視束前野に果して交感帯，副交感帯と呼ばれる様
な一応の層的構成が考えられるかどうかは注目に値
するが， ζの種の実験では本来多くの反応系につい
ての実験成績の上K立って判断すべきもので線維連
絡の点を考慮K入れてさらに系統的な検討を進める
べきであろう。
稿を終るに臨み御懇篤なる御指導と御校闘を
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第 2図 視束前野電気刺激により起る
四肢を抵める運動 
第 3図 視束前野電気刺激中，水を激しく
飲むウサギ
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第 4図 視束前野電気刺激の小腸運動に
およぼす影響(運動抑制例)
第 5図 視束前野電気刺激の小腸運動に
およほす影響(運動充進例)
第 6図 視束前野電気刺激の子宮運動に
およほす影響
第 7図 視束前野電気刺激の跨脱運動に
およほす影響
第 8図 視束前野電気刺激効果に対する  第 9図 視束前野電気刺激効果に対する  
Chlorpromazineの影響(小腸 Reserpineの影響(小腸運動)
運動)
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第 10図 視束前野電気刺激効果に対する 
Aminopromazineの影響
(小腸運動)
第 11図 視束前野電気刺激後起った
カタレプシ一様症状 
c. 視床下部腹内側野破壊時の血糖値におよぼす 
2，3中枢作用薬の影響
Area略号 VMAまたは VMH)が血糖調節K重要
まえがき な意義を有している乙とがほぼ一致した意見で、ある
血糖の調節中枢の存在lζ 関する研究は古くは が他方 ζの部分は食物摂取や脂質そのほかの代謝に 
Aschnerおよび Leschke，Brugsch，Dreselおよ も重要な関係があるζとが考えられて居り， Delgaao 
び Lewy，Camus，Gournayおよび LeGrandら および Anand(7)Ruchら仰は視床下部を電気刺激
によって検索されて来たが，同じ場所を糖代謝の中 した動物が摂食量の増加したことを見 Tこし， また
枢と考えて実験している場合でも著者によってある Hetheringtonおよび Ranson(9)，Hethevington 
場合には過血糖ある場合には低血糖を示すことがあ (10)，Brobeck(1l)， Brobeck G(12)， Kennedy(13)，渡
り，結局その中枢の破壊か刺激かを区別すること 辺(14)は此の部分の破壊によって摂食量の増加をみ
は，なかなか難しいとしても一応視床下部が糖調節 たと報告した。
に関係深いことは想像される。 他方 Ingram G(15¥ Clarkら(16)Hetherington 
本邦においても篠崎(1)は灰白結節中央灰白質就中 および Ranson(9)，Anandおよび Brobeck(17)は視
副脳室核の機械的あるいは電気的刺激により過血糖 床下部の破壊によっては摂食量の減少をみたと上述
の起る乙とを観察し，これは数時間も持続したとい と全く反対の現象を観察した。
い，副脳室核周囲組織の電気刺激でも中等度の血糖 さらに Hetherington(10)(18¥ Biggartおよび
量の増加しか現れず，さらに乙の部分の破壊によっ )， Alexander(19 Hetheringtonおよび Ranson(9)
て低血糖を来す乙とを報告し清水(2)(3)は視床下部， 
中脳の中心灰白質などを電気刺激して血糖値の増加
することを観察し他方，中枢部穿刺実験において視
床下部腹内側核を穿刺すると一過性の血糖増加を示
し針が視床下部に遣しない場合は血糖値が逆K減少
する ζとを観察した。
一方新谷仰は黒津(5)(6)のいわゆる視床下部“b-交
感帯"を電気刺激した場合，そのあらゆる部分で血
糖値の増加をみたと報告している。
以上のように視床下部の腹内側野 (Ventromedial
は視床4)(22)〉，福山および渡辺(121ら〈RanSOIl〉，(20
下部氏損傷が存在すると脂肪過多症に陥ることを報
告している。
視床下部の摂食現象や血糖に関する研究は数多く
行われて来たが上述の如く全く意見を異aにした諸説
が次々と発表され未だその充分なる解明はなされて
いないものと思われる。
著者は特に視床下部の腹内側野 (VMAまたは 
VMH)に検索を進めるためウサギの両側 VMAを
電気的に破壊し，体重の変動ゃ behaviorの変化を
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観察しながら，さらに体内Kおける metabolismの
変化と VMAの機能とがどの様な相互関係を有す
るかを解明するため，血糖値の変動を指標として， 
2，3の中枢抑制薬を用いて実験し興味ある成績を得
たのでこ ζに報告する。
実験方法
1. 視床下部腹内側野 (VMA)の破壊方法
体重 2.0~3.0kg のウサギ K Amytal 50 mg /kg 
を耳殻静脈内K注射をして麻酔状態にし東大脳研式
脳定位固定装置を用いてウサギの頭部を固定し破壊
手術を施行した。
手術は頭部を矢状縫合に沿って皮膚切闘を行な
い，筋肉および骨膜も充分に剥離して周囲軟部組織
と共に左右に圧排し Sawyes(23)の座標図(図 1)に
従ってあらかじめ頭蓋骨上に視床下部腹内側野(図
では Ventromedialhypothalamusすなわち略号 
VMHで表わされている)に当る点を定め (A1 K 
て左右 0.5深さー5)歯科用エンジンを用いて頭蓋
骨に穿孔する。
ついで著者が以前より刺激実験に使用していたと
同様な双極刺激電極を脳内K挿入し，尖端部を丁度 
VMHK到達せしめ電気刺激装置を使用して通電す
ることにより， 乙の部分を破壊した。破壊は電圧 
30 Volt，頻度 60c. p. s.，波巾 10m. sec.の矩形波
刺激を 30秒間通電する ζ とによって行われた。
第 1図 視床下部腹内側野破壊部位 
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通電中ウサギは顔面筋や四肢を痘撃様lζ震わせ眼
症状としては瞳孔散大，水平性眼球振渥などを現わ
し，その他顕著な呼吸興奮，唾液分泌充進，流涙な
どの症状もみとめられた。
通電が終ったら電極を脳内より抜取り，穿孔部を
歯科用セメントにて閉じ，骨膜，筋肉などを縫合し
たのち Sulfa剤(エリコン末)を内部に充分托す
り込み，皮膚の縫合を行った。術後の化膿を防止す
るため，さらに Penici1in懸濁液 30万単位を筋肉
内に注射しておいた。
術後ウサギは翌日より元気よく餌を食べ，正常ウ
サギよりもかえって運動が活発になった様に思われ
た。体重の変化については，後述するが，正常のウ
サギより多食になった傾向を示した。
なお，食餌は正常ウサギも VMA破壊ウサギも
従来より用いていた普通の物を与え特別に栄養価の
高い食餌は与えなかった。 
2. 血糖測定法 
Somogyi-Nelsonの微量法(24)IL従って施行した。
術後 10日以後になると VMA破壊ウサギも一応体
重が術前の状態まで回復するので，この様な状態に
もどった VMA破壊ウサギと対照のため正常ウサ
ギとを血糖測定実験K用いた。
すなわち 24時間絶食させたワサギを室温250C前
後の実験室内にて固定箱の中花入れウサギを興奮さ
せないよう注意を払いながら行った。
採血は薬物投与前 5分と投与後一定時間後と時聞
を定め 0.11ccのマイクロピペットを使用して耳殻
静脈より採取した。 
1) 除蛋白
遠沈管に蒸溜水 3.5ccを採り，これに採取した血
液 0.1ccを入れ完全に溶血させてから 5%硫酸亜鉛
溶液1.0ccを1滴づつよく振りながら加え，さらに 
0.3N.水酸化バリウム溶液を加えると，乙げ茶色，
もしくは黒色の沈澱を生ずる。
乙れを遠沈機lとて 5000回転/分 5分間遠沈する。
他方規準液 (0.1%ブドー糖溶液)を 0.1cc採り
上述血液の場合と同様の操作を行う。 
2) 実施 
15 ccの目盛のついた Folin-Wu検糖管に遠沈し
た上澄液を 2.0cc採り，これに銅試薬 2.0ccを加え
て 10分間煮沸湯浴中K 入れついで流水にて 3分間
急冷する。これに Nelson氏呈色試薬を 2.0cc加
え， よく振還後 2分間室内に放置し， さら fL15 cc 
の目盛まで蒸溜水を加えて 3回転倒混和する。
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他方盲験用として 1本lζ蒸溜水-2.0ccを採り，上
述と同様の操作を行う。 
3) 測定 
EPO-A型目立光電光度計Kて波長 670mμ(Rフ
イノレター ) を用い， 盲験液を透過率 100%に合わ 
せ，被験液の透過率を読み計算した。 
実験i乙使用した薬物は 
Chlorpromazine → Wintermin (塩野義) 
Phenobarbital → Sodium Phenobital (黒田
製薬〉 
Reserpine → Apoplon (第一製薬〉などであ
る。
なお，実験の行われた期間は 11月末より 3月初
旬までで冬期である。
実験成績
1.体重の変動
正常ウサギと VMA破壊ウサギの体重の変動を
比較してみると， 10日以内において(図 2)は正常
ウサギは 100~200g の増加を示しているが， VMA 
破壊ウサギは 10日目頃までは手術の侵襲のため術
前より体重は 150~250 gの低下を示し 4日目以後
になると徐々に回復して来て1O~20 日頃になると
ほとんど術前の体重に復帰する。
第 2図 正常および V.M.A.破壊ウサギ
の体重変動(術後 10日まで〉 
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10日以後の体重の変動をみると(図 3)正常ウサ
ギにおいては 100 日自になっても 150~300gの増
加しか示していないのに比べ:VMA破壊ウサギは
術後 40日目頃より著しい体重の増加を示し 50日以
後になると 300~600g 以上の増加を示していた。同
時に全身の運動も活発となり，しかも著しく多食症
になっている ζとも behaviorの変化として認め
られた。
第3図 正常および V.M.A.破壊ウサギの
体重変動(長期間〉 
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2. 血糖量に対する薬物作用 
1) 生理食塩水
正常ウサギ l乙生理食塩水 0.25ccjkg静脈内投与
すると(図的注射後次第に血糖量は上昇し 15~30
分後には注射前より 5~10% 増加し，注射後 1 時間
を経てもこの値を保っていた。
例 1 2715 g ♀ 
時間 5 5 15 30 60 
(分〉 分前分後分後分後分後
血糖量 102.5 107.6 110.6 108.9 108.9'(mgjdl) 
例 2 2960 g ♀ 
時間 5 5 15 30 60 
(分) 分前分後分後分後分後
血糖量 96.6 97.7 104.4 106.8 101.1(mgjdl) 
例 3 1830 g 合
時間 5 5 15 30 60 
(分) 分前分後分後分後分後
血糖量 100.0 105.4 105.4 108.0 109.2(mgjdl) 
他方 VMA破壊ウサギに生理食塩水 0.25ccjkg 
第4図 V. M. A.破壊ウサギの血糖値にお
よほす生理食塩水の影響(平均値) 
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静脈内投与をすると(図 4) 注射後全例において血
糖量の減少を認め，顕著な例では 15~30 分後に約 
10%の減少を示したが 60分後にはほとんど注射前
の血糖量近くまで回復していた。
例 1 3015g ♀ 
時間 5 5 15 30 45 60 
(分) 分前分後分後分後分後分後
血糖量 118.7 117.9 107.8 108.9 113.2 115.0 (mgjdl) 
例 2 2775 g ♀ 
時間 5 5 15 30 60 
(分) 分前分後分後分後分後
血糖量 112.7 106.8 109.7 112.7 110.4{mgjdl) 
例 3 3065 g ♀ 
時間 5 5 15 30 60 
(分) 分前分後分後 分後 分後 
血糖量 110.6 108.7 110.0 111.5 110.7
(mgjdl) 
なお，ウサギの behaviorを観察すると正常の状
一態とほとんど変りなかった。
以上の成績から薬物の静脈内投与による血糖量の
変化の誤差範囲を::1=10%とみて以下の実験の薬物
イ乍用の検討を行った。 
2) Phenobarbital 
正常ウサギK Phenobarbital 10 mgjkgを静脈
内民投与すると(図的注射5分後に血糖量は一時
5%以内の増加を示すものと，約 5%の減少を示す
場合とがあるが， 15分以後には血糖量は急激に減少
しはじめ， 15 分後では1O~20%， 30分後では 20%
以上の最小低値を示し 45分以後になると次第に上
昇の傾向を示し， 60分後にはほとんど注射前の値に
近ずき 90分後には注射前よりかえって 5%位高い
値を示した。
例 1 1830 g 合
時間 5 5 15 30 45 60 90 
(分) 分前分後分後分後分後分後分後
血糖量 103.7 98.7 91.3 80.0 91.2 102.6 103.7 .(mgjdl) 
例2 3160g ♀ 
時間 5 5 15 30 45 60 90 
(分) 分前分後分後分後分後分後分後
血糖量 104.4 106.3 88.6 83.5 94.4102.6 111.9(mgjdl) 
例 3 2450 g ♀ 
時間 5 5 15 30 45 60 90 
(分) 分前分後分後分後分後分後分後
血糖量 108.1 102.7 96.2 86.2 99.7 114.3 113.4くmgjdl)
例4 3120g ♀ 
時間 5 5 15 30 45 60 90 
(分) 分前分後分後分後分後分後分後
血糖量 118.9 124.3 105.4 96.2 110.0 116.2 114.3 (mgjdl) 
VMA破壊ウサギに Phenobarbital 10 mgjkg 
静脈内投与した場合は(図 5) 注射5分後には全例 
I[5%内外の血糖量の減少を示したが， 15分以後に
は注射前値より増加の傾向を現わし，特に 15分後
には 15%前後の増加を示し 60分後頃まで 10%内
外の増加を保ち 90分後からやや下降を示して次第
に注射前値K近づく。
例 1 3020g ♀ 
時間 5 5 15 30 45 60 90 
(分) 分前分後分後分後分後分後分後
血糖量 121.0 117.1 134.1 127.5 128.3 125.0 123.7 (mgjdl) 
例2 3450 g ♀ 
時間 5 5 15 30 45 60 90 
(分) 分前分後分後分後分後分後分後
血糖量 114.1 109.9 127.5 124.5 123.2 122.5 117.5 (mgjdl) 
例 3 3000g ♀ 
時間 5 5 15 30 45 60 90 
(分〉 分前分後分後分後分後分後分後
血糖量 105.5 100.7 117.4116.6 116.1 118.8 114.0 (mgjdl) 
なおこの際のワサギの behaviorを観察すると両 
者共に 30分頃までは軽度の麻酔状態を示していた
が，それ以後になると次第に正常の状態に還り， 90 
分後には殆んど注射前の状態になっていた。
第5図	 V.M.A.破壊ウサギの血糖値におよほ
す Phenobarbitalの影響(平均値)
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3) Chlopromazine 
正常ウサギに Chlorpromazine0.5 mg jkgを静
脈内投与すると(図 6)血糖量は 5分後より次第に
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減少を示し 15分後には注射前より 20%以上の最少
減少値を示し 30分以後になると徐々に回復に向い， 
90分後では 5%内外の所まで回復していた。
例 1 3070g ♀ 
(mgjdl) 
時間 5 5 15 30 45 60. 90 
(分〉 分前分後分後分後分後分後分後
血糖量 102.7 95.8 82.1 86.3 90.5 93.1 100.0 
例 2 2470 g 合
時間 5 5 15 30 45 60 90 
(分) 分前分後分後分後分後分後分後
血糖量 101.0 95.7 79.1 86.5 87.1 92.4 95.1(mgjdl) 
例 3 3220g ♀ 
時間 5 5 15 30 45 60 90 
(分) 分前分後分後分後分後分後分後
血糖量 117.6 109.8 92.7 82.4 88.5 92.3 97.7(mgjdl) 
VMA破壊ウサギl乙 Chlorpromazine0.5 mg jkg 
静脈内投与すると(図 6)注射5分後から 20%以上
の著しい血糖量の増加を示し 30分後になると， さ
らに 30%以上の増加率を示し， 45分以後になると
増加率は徐々に低下してくるが 90分後になっても，
なお 20%前後の増加率を示していた。
例 1 2970 g ♀ 
時間 5 5 15 30 45 60 90 
(分〉 分前分後分後分後分後分後分後
血糖量 118.5 142.2 133.3 154.0 135.9 133.3 136.3 (mgjdl) 
例 2 3000 g ♀ 
時間 5 5 15 30 45 60 90 
(分〉 分前分後分後分後分後分後分後
血糖量 105.9 126.9 119.2 135.3 116.5 118.4126.9(mgjdl) 
例 3 3015g ♀ 
時間 5 5 15 30 45 60 90 
(分) 分前分後分後分後分後分後分後
血糖量 105.0 131.2 121.6 114.1 113.2 110.4109.1(mgjdl) 
なお，この際のウサギの behaviorを観察すると
正常ウサギにおいては 30分後頃まで軽度の麻酔状
態を示していたが， 30分以後より次第に覚醒して来
て60分以後になるとほとんど注射前の状態にもど
っているのにたいし VMA破壊ウサギでは 30分頃
まで一応外見上では軽度の麻酔状態で、あったが外部
より刺灘を加えると，これにたいして著しく敏感な
状態を示していた。
第 6図 V.M.A.破壊ウサギの血糖値におよぽす 
Chlorpromazineの影響工(平均値〉 
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正常ウサギ、において Chlorpromazineの量を増
して 1mgjkgを静脈内民投与すると(図 7)血糖量
は5分後より急激な減少を示し 30分後には 35%前
後の最少値を示し 45分以後になると徐々に回復に
向うが， 90分後になっても注射前に較べてなお 15
%前後の減少を示していた。
例 1 2935g ♀ 
(mgjdl) 
時間 5 5 15 30 45 60 90 
(分) 分前分後分後分後分後分後分後
血糖量 94.4 91.6 70.9 61.4 ? 77.3 
例 2 2780 g ♀ 
時間 5 5 15 30 45 60 90 
(分) 分前分後分後分後分後分後分後
血糖量 112.7 98.6 83.2 76.3 80.3 93.7 99.3(mgjdl) 
'例 3 1860g 合
時間 5 5 15 30 45 60 90 
(分) 分前分後分後分後分後分後分後
血糖量吋 111.6110.1 91.1 75.5 82.7 94.2 95.3(mgjdl) 
VMA破壊ウサギに Chlorpromazine 1 mgjkg 
を静脈内に投与すると(図 7) 血糖量は注射直後よ
り急激な増加の傾向を示し 5分後より 30分後にい
たるまでほぼ 20%前後の増加率を示し 45分以後よ
り漸次低下を示しはじめるが， 90分後でも， なお
注射前より 5%高い血糖値を示していた。
例 1 3000 g ♀ 
時間 5 5 15 30 . 45 60 90 
(分) 分前分後分後分後分後分後分後
血糖量 115.6 136.8 125.1 136.8 ? 129.8(mgjdl) 
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脈内投与すると(図 8)注射後 30分頃より血糖量は
増加を示し (40~70%) 2 時間後には最高値 (130~
。 30 60 90 m 	 180%の増加)を示した。 しかじ 2時間以後になる
と正常ウサギの場合と異り，増加率は急激に減少し 
4) Reserpine 
正常ウサギK Reserpine 0.5mgjkg静脈内投与
すると(図的 30分後より著しい血糖量の増加を示
し (80~90%) 2時間後には， 120~180% の最高値
を示す様になった。 2時間以後になると血糖量の増
加率が次第に減少してくるが， 5時間後でも注射前
より 110~140% 高い値を示していた。なお 24 時間
後でも血糖量は 28.8%の増加を示していた。
例 1 2270g 合
時(時間 
5 0.5 1 1.5 2 3) 分前時後時後時後時後時後
(血m糖gj量ctI)107.1 185.7 214.3 231.4 260.6 238.4 
4 5 
時後時後 
226.5 221.4 
例 2 3050g ♀ 
時間 5 0.5 1 1.5 2 3 
(時) 分前時後時後時後時後時後
血糖量 96.2 182.5 226.5 222.7 218.9 216.4(mgjdl) 
5時間後には注射前より 20--40%の高値を示し， 
24時間後の血糖量でもなお 16.5%の増加を示して 
~ ~ rこ。
第 8図	 V.M.A.破壊ウサギの血糖値におよほ
す Reserpineの影響(平均値〉 
Reserpine 	 0.5mg.lkg. I.v. 
150% 
トコ 
100 
Y.M.A. 
&0 
。 
4 5h 
例 2 3020g ♀ 
(mgjdl) 
時間 5 5 15 30 45 60 90 
(分) 分前分後分後分後分後分後分後
血糖値 106.8 129.1 121.6 124.4120.1 116.7 112.4 
例 3 3060g ♀ 
時間 5 5 15 30 45 60. 90 
(分〉 分前分後分後分後分後分後分後
血糖量 107.6 128.6 124.7 126.7 120.0 122.3 113.0(mgjdl) 
なおウサギの behaviorを観察すると両者共に中
等度の麻酔状態を示し外見上温和しくしていたが， 
VMA破壊ウサギでは外的刺激によって敏感K反応
し易い ζ とは上述の場合と同様であった。
第 7図	 V.M.A.破壊ウサギの血糖値におよほす 
Chlorpromazineの影響 r(平均値) 
Chlorpromczine ImgJkg. ;.v 
H ヨ，。c， 
30 
20 f'.-.、 
10 I ____/ ~ --一一___ V.fvl.A. 
。一一一ーキー一一一一一 
- 10 ¥ 
N.t同 1
4 5 24 
時後時後時後 
221.5 226.6 125.0 
例3 2610g ♀ 
5 0.5 1 1.5 2 3 
時(時)間 分前時後時後時後時後時後
(血mgjdI)121.6 200.8 242.5 263.3 05.0 280.0糖値 
4 5 
時後時後 
255.0 259.1 
なお正常ウサギについて behaviorの変化を観察
すると注射後 30分頃までは，やや興奮状態を示し，
耳血管の拡張，洗顔様運動，散瞳，眼球突出などを
認めたが呼吸は正常であった。 45分後になっても
なお興奮状態は続き固定箱をかじり出した。との頃
になるとかえって縮瞳を示し時々髭φ痘寧様運動や
阻腎運動を現わした。一時間以上を経ると眼を閉ぢ
くやったりして温和しくなるが呼吸の促迫が認めら
れ，また外的刺激にたいして著しく興奮的様相を示
した。 5時間以後になると元気に跳び回り，実験終了
後も餌を跳びついて食べる程貧食な状態を示した。 
VMA破壊ウサギK Reserpine 0.5mg/kgを静
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例 1 3150 g ♀ 
5 0.5 1.0 1.5 2.0 3.0時(時間〉 分前時後時後時後時後時後
(血mg糖/量dI) 110.0 152.0 244.0 246.0 248.0 160.0 
4.0 5.0 
時後時後 
146.0 138.0 
例 2 3100g ♀ 
5 0.5 1.0 1.5 2.0 3.0 
時(時間) 分前時後時後時後時後時後 
(m糖量I) 101.2 165.0 236.7 226.3 266.4 161.5血g/d
4.0 5.0 24.0 
時後時後時後 
146.8 138.9 117.7 

例 3 3270g ♀ 

5 0.5 1.0 1.5 2.0 3.0 時(時間) 分前時後時後時後時後時後
(血mgCIT) 111. 6 236.6 228.3 286.6 186.6 糖/量 6 161.
4.0 5.0 
時後時後 
170.0 153.3 
VMA破壊ウサギにおいて正常ウサギの場合と同
様l乙Reserpine投与後の behaviorの変化を観察
すると注射直後には散瞳，眼球突出などを示し，や
や興奮的であるが 30分以後になると両限を閉じぐ 
ったりして眠るが如く温和しい状態になっており，
呼吸は著しく促迫し，また時々前肢や髭の発作的痘
撃様の震えの現象を認め ζの様な状態は 5時間後K
なっても，なお持続し食慾は全くなかった。
総括および考按
視床下部の腹内側野 (VMA)に関する研究は文
献上いろいろ述べられている。著者の実験にて
VMAを破壊したウサギにおける特異な変化は運動
が正常のウサギK較べて非常に活発となり，しかも
著しい多食傾向 hyperphagiaを示し体重の増加が
著明l乙出現した乙とである。
Delgadoおよび Anandのによると視床下部外側
核を電気刺激するときに限り食物摂取の増加すなわ
ち過食症を起すと~，い， さらに Larsson(25)は特に
脳弓の前方および外側にて外側視床下部核の前方部
がζれに関係深いと述べ， cの部は Brobeckらく12)
のいわゆる食中枢 feedingcenter K一致している。
また Anandおよび Brobeck(17)は視床下部の外側
核を破壊すれば食物を摂らなくなり腹内側核を破壊
すれば肥満すると述べているがこれらの成績は著者
の実験成績と全く一致している。
一方 Larsson(25)は視床下部には阻鴨運動K関す
る部分があり，これによって二次的に食物摂取の増
加が起るという注目すべき報告をしているが著者の
実験においても VMA刺激の場合Kしばしば阻1腎
運動のさかんになるのをみている。
最近にいたって Morrisonおよび Mayerく26)は外
側視床下部 (Lateral hypothalamus略号 LHP)
および Subthalamicareaを損傷すると aphagia
およびadipsiaを来すと述べ，さらに Mayetおよ
び Sudsaneh(27)はラットの腹内側野 (VMA) を
破壊し過食症を起させているが，その理由としては 
VMAは Glucoseの有効量に応じて視床下部外側
部の摂食野 feedingareaの活動性を変えるととに
より食物摂取の調節を行っているという新しい見解
を発表している。
また本邦I乙おいても，勝木〈28)，金子(29)らの実験
l1)らの説を肯定する成績Brobeck(7)，Delgado(は 
を得ている。
何れにしろ視床下部の腹内側野には食物摂取に関 
係深い何らかの機能を有する分野があるのではない
かと考えられる訳であるが，一方では脳の他の部分
も食物摂取に関与するという考えもあり，たとえば
Pribramおよび Bagshaw(30)は扇桃核を側頭葉を
含めて刻除すると摂食量が 2倍も増加したと述べ，
これら別除部分は摂食あるいは食欲の調節機序に関
与していると主張しているが，これは屑桃核は視床
下部の核に機能的連絡があるために起った現象では
ないかとも考えられている。同様に Shealyおよび 
Peele(めは扇桃核を電気刺激後，動物は強い飢餓状
態を訴えたことから扇桃核は個体維持のための食物
の摂取すなわち食欲という欲動 driveに対して重 
要な統御的な役割を果していると述べている。
一方，小池上および布施(32)(3)は成育動物におい
て扇桃核部を破壊または切除すると動物は多食とな
り急激に肥併を来す様になったことを観察した。こ 
れは扇桃核内側部の交感神経性反応を示す部分の破
壊により，視床下部にたいする何等かの影響がとれ
て全体として副交感性優位の状態となり肥併を来し
たものと考え動物が行動的でなくなり温和になった
乙とも或程度関連性があるのではないかと述べてい
るが， ζれは著者の実験とは反対の結果を示してい
る。同様に Morganおよび Kosman(34)(35)もネコ
において両側扇桃核別除を施行し食物摂取の増加お
よび体重の著しい増加を示したことを報告し結論と
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して扇桃核群は食行動 feeding activityを統御す
るもので， Adeyおよび Meyer伽〉の云う様lζ屑桃
核と視床下部腹内側核との聞に強い線維結合関係が
あることを考えさせられるものであると述‘べてい
る。 さらに ζの際，小池上ら (32)く37)の報告にある様 
l乙動物が温和になったとは思われないと述べてい
る。
しかし他方 Delgado(7)は扇桃核の電気刺激では
摂取量に変化のないことを述べ，また Anandおよ
ぴ Brobeck(38¥ Woods(旬、ラットにおいて扇桃
核を破壊しでも食欲充進はみられず，従って体重増
加も観察出来なかったと述べている。
また Schaltenbrandおよび Cobb(40)は嘆脳系と
線条体を傷つけずに残しτ新皮質を除去したネコに
おいて前交連を電気刺激し Gastant凶 )(42)と同様の
摂食運動起ることを報告しているが，前交連は両側
扇桃核と密接に連絡しているので上述の如き扇桃核
の刺激と同一効果と認めてよいであろう。
他方 Alajouanine(43)らは側頭葉切除により，起
る食餌摂取の変化と肥貯の関係を述べ，この原因を
視床下部lζ帰すべきでないと論じているが， Bru-
gger(的は大食症を起す原因として乳頭視床路付近
および前交連背側の中隔部の電気刺激により起ると
述べさらに此の部分はそれより前方にあるいわゆる
“自律性の怒り shamrage" を起す部分と多少関
連性があるらしいといい，また前頭葉と視床との連 
絡を絶つ乙とにより，食物摂取の増加を示すと述べ
ている。前頭葉が摂食現象に関与することは Mac
Lean(45)も同部を切除することにより多食と活動性
増大の起ることにより述べられているし教室の村
山(46) t皮質除去後に“Shamrage" の発現をみと
めて，行動の敏感さに関係する調節的な役割を演じ
ていることが想像される。
また Larsson(町が迷走神経の延髄背側核の部分 
を刺激しても多食来し動物は何でも見境いなく口に
入れるようになったと報告している。
ところで著者の行った VMAの刺激または破壊
実験により，動物の行動の変化や多食症，異食症な 
どを生じうるが，これらの点について，乙の状況下
における糖代謝がいかにあるかを知ることは意義あ
ることである。
血糖の調節機序については古くから Aschner， 
やや莫然とした説の時代から，さらに検索は進めら
こ。Tれその部位も次第に焦点がしぼられて来 
本邦においては篠崎(1う清水(2〉(3〉，新谷仰らの諸
研究者により視床下部の腹内側野 (VMA)の血糖
におよぼす意義は，きわめて重要なものであること
を示されて来た。またさらに Forssberyおよび 
Larsson(47)は特に腹内側核は glucoseのみではな
く phosphateの代謝にも非常K深い関係を有する
部分であると主張している。
著者の実験によってみられたように VMAの破
壊lとより生じた肥肝現象K伴い，血糖値にもどの様
な変動があるかを知る ζとは興味あることである
が，著者の実験においては視床下部 VMAを破壊
して少くとも 10日以上を経て外見上正常のウサギ
と変りないものと見なされたもののみについて調べ
てみると血糖値には特に正常のものと変った点は認
められなかったが， これは Mayerおよび Sudsa-
neh(27)がラットにおける視床下部破壊実験において
多食症を来すものについてもそれ程に著しい血糖値
の変動がないと報告しているのと同様の成績になっ
ている。
乙のように表面的には現れでいない血糖値にたい
して薬物を応用した場合に， いかなる反応を示す
か，またこれらにより個々の薬物の作用の仕組みを
知ることも重要であるとの両面から著者は主として
2，3の中枢抑制薬を応用した場合Kついて正常動物
と VMA破壊動物について血糖値におよぼす影響
を検してみた。 
それによると，生理食塩水投与でも VMA破壊
ウサギは正常ウサギが血糖値の軽度の上昇を示すの
にたいし，逆K血糖値の下降の傾向がうかがわれる
ことは，両者の聞に薬物反応態度の差異があること
を示して興味ある。
Phenobarbital投与では正常動物で血糖値の下
降が見られるのに反し VMA破壊ウサギでは 5分
後の値がやや低いほかは以後上昇の傾向を示しこの
場合も正常動物とは逆の傾向を示す。
Chlorpromazine投与では正常では血糖値の下降
を示したのに反し VMA破壊ウサギでは著しい上
昇を示したが投与量が増加しても血糖値の上昇率は
これに並行してはいなかった。
Reserpine投与では正常，破壊両動物ともに血 
Leschke，Brusch，Dreselおよび Lewy，Camus， 糖値の著明な上井を示したがその持続時間は VMA 
Gournayおよび LeGrand，母里太， Hりgler，浅 破壊ウサギでは正常に比し短時間であった。
馬，小糸，岡ら， Herzfeldおよび Kronerの様な Anlikerおよび Mayer(48)らによると hyperph_ 
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agic hypothalamic ratでは肝は正常より大きく 
glycogen貯蔵も多く， また視床下部の腹側部は 
gl ucorecepterとしての役割を果していると述べて 
L"¥る。
生体内における血糖調節が化学的，神経内分泌的 
あるいは中枢性lζ行われている ζとが知られている
が著者の実験によると主として中枢性iζ抑制的に作
用する薬物の影響を強く受けて血糖の動揺を来し，
殊に VMAの破壊はその調節的機構の機能障害の
像を呈し Chlorpromazineの場合はその視床下部
→下垂体へ作用の遮断ならびに自律神経機能の失調
をきたし，また Reserpineの場合は中枢および末
梢における noradrenalineの遊離などによる内分
泌系への影響lとより著明な血糖作用を現わしたもの
と考える。
以上著者の行った実験成績をまとめると次の如く

である。
 
1. ウサギの両側視床下部腹内側野 (VMA) を
電気刺激方法によって通電破壊し其の後における体
重の変動， behaviorの変化および 2，3中枢抑制薬
を用いて血糖値の変動を観察して次の様な成績を得 
7こ。 
2. VMA 破壊ウサギは術後1O~20 日で術前の
体重に回復し 40日目頃より著しい体重の増加を示
し 50 日以後になると 300~600g 以上の増加を示し 
7こ。 
3. VMA破壊ウサギは正常ウサギに比較して運
動が非常に活発となり，しかも著しい多食の傾向を
示した。 
4. VMA破壊ウサギに Phenobarbital10mg/ 
kg静注し血糖値の変動をみると注射 15分時には 
15%前後の増加を示し 60分頃まで増加を示しなが
ら持続するが 90分以後になると次第に下降し遂に
投与前の値に復する。 
behaviorを観察すると軽度の麻酔状態を示して 
L"¥[，こ。 
5. VMA破壊ウサギ K Chlorpromazine 0.5 
mg/kg静注し血糖値の変動をみると投与 5分後よ
り20%以上の増加を示し 30分後lとなると 30%以
上増加する。しかし 45分後になると増加率は徐々
に低下して来るが 90分以後になっても，なお増加
した状態を持続していた。 Chlorpromazine1 mg/ 
kg投与では注射後 5分で，すでに 20%以上の増加
を示し 30分後になっても増加率は変らない。しか
来るが 90分後でもなお投与前より高値を示してい
た。 behaviorの変化は外見上は麻酔状態を示し温
和にみえるが外的刺激にたいして著しく敏感に反応
し易い状態を示している。
6. VMA破壊ウサギ K Reserpine 0.5 mg/kg 
投与すると注射30分後頃より血糖値は 40"-'70%の
増加を示し 2時間後には 130--180%の高い増加を
示した。しかしそれ以後になると次第に増加率は低
下して来るが 24時間後でもなお投与前より高い値 
を示していた。 
behaviorの変化は注射直後はやや興奮的であっ
たが 30分以後になると温和になったが，呼吸は著
しい充進を示し 5時間後になっても此の様な状態は
持続していた。 
7. 以上の実験成績から VMA破壊ウサギの体
重， behavior，血糖などにおよぼす影響について
若干の考察を加え今後の研究に資した。
稿を終るに臨み御懇篤なる御指導と御校関を

賜わった，恩師小林龍男教授に心から感謝すると

ともに村山智博士，久我哲郎博士，石橋和子先
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この論文の要旨は昭和 35年 6月19日， 日本

薬理学会第 22回関東部会において発表した。
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